
事業概要説明シート

正職員 人 8,114
千
円 1.00 人 8,090

千
円 1.00 人 8,000

千
円

再任用職員 人 0
千
円 0.20 人 690

千
円 人 0

千
円

非常勤職員等 人 3,120
千
円 0.80 人 1,920

千
円 0.80 人 1,920

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千円

千円

千円

男女共同参画社会づくり支援講座事業経費（（特活）ひらかた市民活動支援セ
ンターへの委託料）

773

類似事業 男女共同参画啓発事業（国・府・市）

人件費計(A) 11,234 10,700 9,920

男女共生フロア経費の啓発事業費（報償費780　消耗品費46　印刷製本費114
使用料及び賃借料111）

男女共生フロア経費の運営事業費（消耗品費390　通信運搬費173　使用料及
び賃借料5　備品購入費204）

2,917 3,080

事務事業番号　31256

市民

　本市の男女共同参画推進拠点として「男女共生フロア・ウイル」を周知するために、機関紙モアメイムやフ
ロアだよりの発行や、関連図書の貸し出し、男女共同参画関係団体への支援などの運営事業の他、同フロ
アの主催事業として、男女共同参画週間事業、就労支援講座や法律講座、メンタルヘルスや経済、ジェン
ダー問題など幅広く取り組む。また、（特活）ひらかた市民活動支援センターと協働で、「男女共同参画社
会づくり支援講座」を実施し、公募団体が工夫を凝らした事業を実施し、男女共同参画推進の啓発を行っ
ている。
　なお、NPOや市民団体との連携のもとあらゆる分野での男女共同参画推進のため、多面的な講座を実施
した。①男女共生フロアを拠点として、男女共同参画週間事業をはじめ、就労支援講座等28回（399人）を
実施。②男女共同参画社会づくり支援講座：行政の企画とは違った視点やアイデアが生かされる効果を期
待し、（特活）ひらかた市民活動支援センターに委託し、4回（73人）を実施。
（事務内容の詳細については別添補正資料参照）

枚方市男女共同参画推進条例や第2次枚方市男女共同参画計画（平成23（2011）年度から平成27（2015）
年度）に基づき、市民の男女共同参画意識をさらに高めるために、今後とも継続的に啓発していく必要があ
る。

H22年度決算

従事職員数 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

事務事業名

事業開始年度 担当部署 政策企画部　人権政策室

男女共同参画啓発事業

平成5（1993）年度

根拠法令

実施方法

目　　　的
（何のために）

男女共同参画社会基本法、男女共同参画推進条例

■直営

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：（特活）ひらかた市民活動支援センター）

すべての市民が性別に関わりなく人権が尊重され、仕事と生活のあり方を様々に選択できる男女共同参画
社会の実現を目指し、市民意識の向上を図る。

対　　　象
（誰・何を対象に）

事業内容

事業の必要性

コ　　ス　　ト

H23年度決算 H24年度当初予算

概算人件費

直接経費(B)

1.00

1.30

2,276

総事業費(A+B) 13,617 13,000

財源内訳

H23年度決算 H24年度当初予算

13,510

H22年度決算

国庫支出金 159 159

府支出金

159

1,051

772

内　　　　　容

受益者負担
(使用料等)

その他

一般財源 13,458 12,84113,351

平成23年度
事業費の主な内訳
(人件費除く)

金　　　額
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単位

① 人

② ％

③

① 円

②

③

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続
今後も引き続き、講演会や各種講座の開催だけでなく、地域のＮＰＯやボラン
ティア団体、事業者との連携による、積極的な啓発に取り組む。

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続

枚方市男女共同参画推進条例及び第2次枚方市男女共同参画計画（平成23
（2011）年度から平成27（2015）年度）に基づき、各種啓発事業に取り組んでい
く。その際、多数の市民にご参加いただけるような講座の内容の工夫や広報等
に努めていく。また、例えば市内の企業に啓発講座の開催を申し入れるなどの
手法も併せて検討していきたい。

枚方市男女共同参画計画により、本市が行っている関連事業の進行管理を行うとともに、男女共同参画に
かかる市民アンケート（住民基本台帳及び外国人登録原票から無作為抽出した、市内在住の満20歳以上
の男女2,000人対象）を平成22（2010）年度、平成24（2012）年度（暫定結果）に実施したが、依然として「家
庭生活」「政治の場」「社会通念・慣習・しきたり」等、どの場面においても男性・女性とも「男性優遇」と感じ、
性別役割分担意識も根強いものがあり、今後とも男女共同参画計画や同条例に基づき積極的な啓発、周
知が必要である。

男女共同参画啓発事業

平成5（1993）年度

598 1,280
活動実績

活動指標もしくは成果指標

①男女共同参画推進条例に基づき、市、市民、事業者、教育関係者がお互いに協力して、男女共同参画
社会の実現を目指す。
②男女共生フロア・ウイルを本市の男女共同参画推進の拠点として、広く市民に活用していただくこと。

H22年度 H23年度 H24年度(見込み)

事務事業名

事業開始年度 担当部署 政策企画部　人権政策室

各種講座の総参加者数 703

事務事業番号　31256

45.5%

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

平成23年度実績
【吹田市】（人口　約350,000人）
　　①各種啓発講座…44講座　119回　延べ参加者数2,896人
　　②啓発パンフレット「ソフィア」6,500部（年3回）
　　③図書の貸し出し…貸出者数：3,039人　貸出冊数：3,991冊
　　④市民グループ自立企画支援事業…チラシ及び講師料を補助
　　⑤事業者向け研修会（年1回）　etc

【高槻市】（人口　約358,000人）
　　①各種啓発講座…10講座　延べ参加者数：約450人
　　②啓発リーフレットの作成・配布
　　③図書貸し出し…961冊、DVD貸し出し…179本
　　④男女共同参画だより（年2回発行）   etc

19,218 22,770 10,156

一次評価結果
・事業費に見合った効果となっているか検討の必要があるのでは
・目標設定が明確でないのでは

成果目標
（目標とする成果）

特記事項

男女共同参画市民アンケートの回収率 39.8% ー

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

各種講座の総参加者数


